
C.C.Webstera P.N.Wilson.Agriculture

intheTropics.London:Longans,Greenand

Co.Ltd.,1966.ix+488p.

熱帯農業については,なんといっても,イギ リス人

が最も豊富な経験をもつ｡

ここに紹介する ｢熱帯農業｣の共著者のひとりC.C.

Webster博士 は前マラヤゴム研 究所長で あるが,

マラヤ以外,ケニア ･西インド諸島 ･タンガニカにも

勤務 し,過去32年にわたって熱帯農業にとりくんでき

ている｡ もうひとりの共 著者 P.N.Wilsonは現 在

Unileverの研究室に働いているが,過去 13年,束ア

フリカの Makerere大学 および 蕗インド諸島大学で

熱帯畜産学を講じてきた｡

イギ リスの熱帯農業についての過去の業績を背景と

して,若者のこの現地研究にもとづく,熱帯農業の概

説書が本書である｡現在の日本の熱帯農業研究の水準

にくらべ,はるかに高いものであることを,残念なが

ら認めないわけにゆかない｡

本書は,熱帯農業の基礎的な諸条件を明らかにし,

熱帯の作物栽培および家畜飼養改善のための,既知の

農業技術研究の総括を目的としている｡

したがって,その内容として,まず熱帯農業の自然

的条件である気候 (気候型 ･降水 ･湿度 ･気温 ･日

照),土壌 (熱帯土壌調査と分類 ･丘陵地傾斜地低台

地の土壌･沖積平地と低テラスの土壌,なおこの章だけ

は H.Bine博士の執筆)および植生 (主要植生形態)

をとりあげる｡つぎに社会的要因として,技術水準 ･

社会構造 ･伝統と信仰 ･人口密度と分布 ･健康と栄養

･土地制度と相続を考察する｡

本論に入って,熱帯農業において,きわめて重要な

問題である土壌および水保全が最初に考察 される｡

つぎは,開墾 ･耕起および雑草駆除の章となる｡これ

題となる｡これは3童にわかれ,移動 (焼畑)耕作,

移動耕作の改善形態,水稲生産なる永久的作付形態の

それぞれにおいて,地力維持方法が分析される｡転じ

て,樹木および潅木作物,すなわち熱帯農業の重要郡

門である樹園作物の考案となる｡ついで熱帯農業の,

もうひとつの部門である日然草地が自然草地の形態 ･

放牧による利用の 2葺にわかって検討される｡これに

飼料作物の栽培と牧草地の章がつづ く｡最後は家畜飼

養についてであって,熱帯家畜の種類,家畜の熱帯環

境-の適応,熱帯における家畜管理,熱帯における家

畜改善の3章があてられる｡

本書は,個別の作物や個別の家畜につ いての説 明

はそれぞれの専門書にゆずることにしている｡ (たと

えば, これがその 1冊 で あ る TropicalAgricultlle

Seriesにしても,ココヤシ,茶,莱,熱帯内陸漁業,

熱帯養蜂,ココア,熟霜畜産入門などの請書の刊行を

見る)｡したがって,巻末に30ページにわたっての参

考文献目録がつけられており,より詳細な研究への手

引きとなっている｡

わたくLは,本書は熱帯農業概論書として長もすぐ

れたもののひとつであると思 う｡もちろん,広 く熟帯

全般についての叙述であるだけに,東南アジア農業と

しては不十分であることはいうまでもない｡ しかし,

東南アジアの農業を理解するために,ここに強調され

ているプ リンシプルは,きわめて有効に役立つにちが

いない｡その意味で,東南アジア農業の関係者にも,

ぜひとも一読をおすすめしたい｡ (本間 武)

NicholasTarting.So.dheastAsia,Pastand

Pyesent.Melbourne:F.W.Cheshire,1966.

xvi+334p.

著者 Tarling博士は, 2年ばかり前に,京大東南

アジア研究センターを訪れられたCそのときは,オー

ストラリアの UniversityofQueenslandの東南ア

ジア史担当講師で,すでに,

British Policy intheMalayPeninsulaand

Archipelago,1824J871,1957.

Anglo-Dutch Rig)aZry in theMalay World,

1780J824,1962.

PiracyandPoliticsintheMala.yWorld,1963.
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などの,マレー世界の近代史の研究を発 表 されて い

た｡

博士は,その後,ニュージーランドに移 り,現在

UniversityofAuckland の AssociateProfessor

ofHistoryであるが,最近,東南アジア史概説とし

ての本書を出版 された｡

オ-ストラT)アおよびニュージーランドが,東南ア

ジアにいだく関心は,ちかごろ,めざましい｡両国が

マレーシアをイギ リスに代わって積極的に支援 しよう

とする動きについては,私は本誌前号で,クアラルン

プール会議出席の感想として述べたところであるOま

た,この10月のジョンソン大統領のマニラ会議出席直

前の,両国訪問によっても明らかであろう｡

本書はこのような要請に応 じて出版されたものであ

る｡東南アジア史概説として本書の特色をなすのは,

その時代区分である｡1760年をもって,転機とする｡

したがって,第 1編は1760年までの東南アジアをとり

あつかう｡第 2編は1760年から日本の南方作戦のはじ

まる1942年までの東南アジアとりあげる｡ この時代

香,さらに,第 1部の植民的統治構造の形成,第 2部

の民族主義と自治主義とに分ける｡第 3編は1942年以

来の東南アジアを,国ごとに略述する｡

本書のひとつの特徴は,東南アジアのなかに,イン

ド共和国に属するアンダマン･ニコバール諸島を含ま

せていることである｡たしかに東南アジア史を理解す

るためのおもしろい試みだ｡

しかし,オーストラリアおよびニュージーランドの

読者を対象としながら,両国と東南アジアとの関係に

ついて触れるところが少ない｡もちろん この関係が,

歴史的にそれほどなかったといえば,それまでのこと

だ｡ しかし,少なくともインドネシアとオーストラリ

アとの関係は,戦後,はなはだ微妙なものであった｡

具体的にいうと,西イリアン帰属問題をめぐって,オ

-ストラリアはインドネシアに心よくなかったのは事

実である｡また,インドネシア ･マレーシア対決問題

にたいし,オーストラリアのマレーシアへの陰に陽に

の援助は忘れられてはならない｡その意味で,本書は

東南アジア史概説としては,きわめてまとまりのよい

ものであるが,とくにこのオーストラリア ･ニュージ

ーランドと東南アジアとの関係に興味をもつものとし

ては失望せざるをえない｡著者が,近い将来,この視点

からの研究を公刊されることを切望する｡なぜなら,
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それが東南アジアの将来を読みとるための,ひとつの

鍵なのだから｡ (本間 武)

RobertJ.Muscat.DevelopmentStrategy

inThailand,A StudyofEconomicGrou)th.

New York:FrederickA.Prager,1966.xvi

十 310p.

タイ経済の最近のめざましい発展は,低開発国のモ

デル ･ケースとしても,注 目されなければならない｡

わたくLは,本書はタイ経済発展を真正面からとりあ

つかった出色の研究であると思 う｡

その理由は 2つ｡第 1は著者の 1957年から62年 に

至る5カ年の USOM (United StatesOperation

MissionoftheInternationalCooperationMission,

現在のTheAgencyforInternationalDevelopment)

のスタッフとしての実際の経験｡ 第 2は, それだ け

に,いかなる経済開発戦略が必要であるかとの,さし

せまった要請｡ したがって,本書はきわめて現実的で

ある｡にもかかわらず,この国での,経済計画にたち

いっての著者の経験は,かなりの体系的な思索を必要

ならしめている｡

本書の構成を紹介すると,第 1章は タイ経済発展

のこれまでの patternをとりあつかう｡ この場合,

Ingram の著作に教えられるところが多い｡第 2章か

ら,かれの本格的な仕事となり,まず1953年以来のタ

イ経済の成長変化を概説する｡第 3章は農業発展の動

態と題 し,きわめてめざましい発展をとげている農業

の諸様相, たとえば米作, 畑作, 市場機構, 租税体

系,技術変化などをとりあげる｡第 3章は工業部門｡

第 5章が開発戦略の結論となる｡

開発戦略としては,現在のタイの とって い る方針

に,だいたい全面的に賛成 している｡つまり,自由主

義経済を基調として,必要なかぎり政府が干渉すると

のそれである｡わたくし自身,その大す じにつ いて

は,ほぼ同感であるが,ただ,政府のはたしてきた役

割についての,現実にもとづく批判の少ないのを,あ

るいは点のあますざるのを遺憾に思う｡

いろいろと興味ある点が多い｡たとえば,タイ経済

発展の要因として,中国人のタイ化を あげて い るの

紘, ひじょうに同感 だ｡ しかし, タイ経済の今後の

兄とおしとして,若い政府のエリー ト層をあげている
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図 番

のは,見方によって,意見が異なる｡あるいはまた,

東北 タイや南 タイの共産主義ゲ リラの動きを,ひじょ

うに大きくとりあつかっているが,はたして,実態が

そうかどうか,問題となる｡とにかく,稀にみるほど

Controversialな書物である｡

この Controversialなことの原因としては, あ ま

りにもアメリカの援助計画担当者的な視点 が強 い こ

と,これと関連 して,ともすればバンコクにおいての

見方にかたより,村落段階が軽視されてきたこと,あ

るいはマクロ的考察が勝ちすぎて, ミクロ的観察が軽

視されていることなどがあげられよう｡その叙述のな

かには,まったく鋭い分析だと思われる点 もあれば,

あまりに幼稚だと感 じないわけにゆかない点 もある｡

なお本書は,PragerSpecialStudiesin lnter･

nationalEconomicsandDevelopmentの1冊であ

る｡ こうした実地経験にもとづく低開発国経済研究が

つぎつぎ出版されることを期待する｡ (本間 武)

九州入学比 較教育文化研究施設 『東南及び南

ア ジアにお ける人間形成 の総 合的比 較研究｣ 第

2集.1966.98p.

従来 ヨーロッパ中心に道徳教育の比較研究を遂行 し

てきた本施設は,新たに研究の対象を東南アジアに向

け,タイ国,インドにおける人間形成の リアルな姿を

追求 して虹に問うたのが第 1集であった｡第 1集にお

いては,宗教がタイ人やインド人の人間形成にいかに

大きな役割を果たしているかを改めて深 く認識させら

れたのであるが,第 2集においてはタイ国における小

学校,中学校の教科書をとり上げ,学校教育の場にお

ける人間形成の直接資料を提供 している｡ここに収め

られたのは中学 3年の仏教教科書と小学 5･6･7年

用および中学 3年用の社会科の教科書である｡小学校

では社会科は<国民の義務 >となっており,中学校で

は社会科は<道徳>となっている｡難解なタイ国語か

ら直接翻訳 された貴重な研究資料であり,その分析の

結果は後に刊行される予定とのことで,その刊行が待

たれる｡国語教科書 もつづいて刊行される予定のよう

である｡

仏教の教科書では仏陀の生涯,三宝五戒,五正喜,

仏陀の教えなどが主な教材となっており,むずかしい

仏教の教説がかんでふ くめるように解説 されてある｡

紹 介

各章末には<問題>とくまとめ>とが用意 され,教材

が生徒に徹底的に習得 されるように配慮されている｡

タイ国では仏教は国民の日常生活に深 く浸透 し,その

精神生活の安定に役立 っている｡学校 生活 は合 掌 と

｢仏法僧に帰依 します｣という誓唱から始まる｡教室

の正面には仏像が安置され,毎週 1回以上宗教の時間

がある｡この宗教の教えによって国民の道徳生活も保

たれており,宗教の外に道徳はないのである｡宗教と

教育とを分離 しているわが国では想像できない世界で

ある｡中学 3年の社会科<道徳>の教科書を見ても,

仏教の教科書と内容において大きな ちが いは ない｡

ただ童末にくむずか しい言葉>とく質問>とが用意さ

れ,理解と整理に役立たせるよう配慮されている｡親

切な教科書という感 じがする｡

社会科<国民の義務>を見てみよう｡歴史と地理と

いう教科が別にあるので,社会科の内客はいわば公民

科的なものになっている｡教材は各学年5章から成る

大単元主義である｡ ｢ぼくらの学校｣というような手

近な問題から ｢税金の徴収とその使途｣というような

大切だが縁遠 くなりやすい問題にまでわたっている｡

その説明はきわめて懇切丁寧で,やや教 Ji)帰'.Jで あ る

が,教師に絶対的な権威を持たせてい るのが 目につ

く｡その点わが国の社会科に見 られたような ｢はいま

わる自由主義｣的な傾向は見られず,むしろ迫力を感

ずる｡各章末にはくまとめ>,<実践実行>,く問題>

が用意され,遺徳教育としても行きとどいた配慮の中

に力強さを感ずる｡道徳教育においてタイ国は決 して

後進国とはいえないのではないか｡ し高木太郎)

KramoI Tongdhammachart. American

Policy inSoutheastAsia 1945-1960, u)ith

SpecialReferenceioThailand,Burmaand

Indochina.Bangkok:Faculty of Political

Science, Chulalongkorn University, 1965.

Ⅴ+449p.

チュラーロンコーン大学政治学部には,カモンとい

う名前の若い学者が 2人おり, 2人ともよく切れ,2

人とも政治史を得意とするが,これは,そのうちの国

際政治をやるほうのカモンが,アメリカ留学中に,ヴ

ァージニア大学に提出した学位論文である｡チュラー

大政治学部の TextbookDivisionから,学生の教科
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書として出版されたもので,市販はされていない｡

本書は,なによりもまず,タイの学者が,アメリカ

の東南アジア政策に,学問的に真正面 か ら取 り組 ん

だ,恐らくはじめての試みとして注目される｡

筆者は,アメリカの東南アジア政策の展開を,

(1)non-involvementの時代 1945-1949,

(2)cooperationの時代 1950-1954,

(3)commitmentの時代 1955-1960,

と3つの時期にわけて,タイ,ビルマ,インドシナの

3国家地域を題材として,論 じている｡筆者は,概念

図式として,interests→ objectives- policiesの

3つの概念のセットを駆使 している｡論理の展開は明

確だし,文章も簡潔で クリアである｡そのクリアな点

は,本書の優れた特長のひとつであろう｡また,豊富

な文献をフルに駆使 しているので,質的な厚味がでて

いる点 も評価 したい｡

筆者は,1945年から1960年にかけてのアメリカの政

策に,つぎの5つの特徴を見出している｡第 1は,確固

たる原則をもって臨むべき段階(特に1945-1949)に,

便宜主義をもって臨み,現 地側 にいたずらに suspi-

cionsを招来せしめた｡合衆国にたいする現地の不信

感は,植民地主義にはっきりとした原則的態度決定を

しなかった40年代にはじまっているという｡第 2に,

アメリカ政府は,非共産主義的な左翼-の理解と洞察

に欠けている｡反共右翼に甘かったのは失敗であった

と断じている｡第 3に,反共政策の方便として,経済

発展よりもむしろ軍事力強化という実利政策に流れが

ちである｡第 4に,特に1955年以降,現地諸国の歓心

を買うために, ドルを乱用する傾向にある｡このやり

方では,一時的な歓心は買えても長期的な忠誠は買え

ないという｡第 5に,アメリカ政府は,自己の万能性

-の過盾,という欠点をもつ｡その過信のために,也

政学的な謙虚な読みもできなければ,現地の感情に素

直に対応する心掛けも忘れがちになっているという｡

この5つのコメントはいずれも鋭 く,アメリカの政

策の盲点を突いていて,大方の共感を買 うはず で あ

る｡

ただ,いささか気になるのは,筆者が,はたして,

自分 自身の心底の声として,この結論を出したのか,

あるいは,タイ国の国家利益を読みに読んだ上で,こ

の結論に至ったのか,ということである｡私の想像で

は,合衆国国内の反政府的なさまざまな論調を,本書
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はうまく吸収 しているのではなかろうか｡チュラー大

の若い学者に共通する,極度に没価値的たらんとする

姿勢- つきつめると自分 自身の価値観を抑制するこ

とにつながる姿勢,のかげりを本書にも見てとれる｡

いずれにせよ,本書のすべての論理展開が,アメリカ

的にスマ- トであり,そこに,チュラーの政治学部の

学風を見ることが可能である｡

そのはか,各国の国家利益の捉え方にも一面的なと

ころがあり,また一部の資料操作にも不注意な個所が

ある｡それにも拘らず,やはり,ひとつの風格をもっ

た理論展開は買えるし,高水準の論文として一読に値

する｡ (矢野 暢)

J.Marvin Brown,ed. AUA Lang弘αge

CenterThaiCourse,Book1.Bangkok:AUA

LanguageCenter,1966.vi+118p.

新 しく出たタイ語の入門書である｡本書は教室での

授業 1時間に対 してラボラトリ-1/2時間 の割 で進 め

て,全体を60時間で仕上げるように仕組まれている｡

ラボラトリーを使用 しない場合は50時間で終えること

ができる｡ただし,本書は,"Bookl"と示されてい

るように, 1冊だけでタイ語の全体をあつかったもの

ではなく,ほんとうの入門段階だけをあつかったもの

である｡さらに高い段階を習うには Book2,Book3

と進まなければならない｡

全体 は Introduction と22の Lessonsよ りな

る｡まず Introductionで全体の方針,およびタイ語

の音素体系,表記法について説明する｡各 Lessonは

(1)TonePractice,(2)Expansions,(3)Patterns,

(4)Dialog, (5)ConsonantContrast, (6)Tone

Contrast, (7)TapedDrills, (8)Numbers, (9)

ThaiWriting System と9つの sectionsより成

る｡本書の特色として,Toneの練習の際,単調な発音

練習とちがって,色々な入れかえ練習や,応答練習を

用いている点をあげることができる｡例えばタイ語に

おける5つのtonesを練習するのに,ただこれらを並

べるだけでなく,/diimaj/,/jdumaj/,/dajmaj/,

/r5〇nmaj/,/saajmaj/というような入れかえによ

る練習をさせる｡ TonePracticeのみならず,他の

sectionsもすべて,理論的な説明はいっさいはぶき,

くりかえし訓練させることを目ざしている｡本書の各
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lessonを徹底的に masterすれば, かなり能率よく

タイ語の話 し言責を習うことができるであろう｡

ただ忘れてならないことは,本書が英語を母国語と

する者のために書かれたものであると言 う点,および

nativespeakerの指導のもとに教室で使用されるこ

とを予想するもので,ほんとうの意味での ｢独習書｣

ではないと言 う点である｡ したがって, 日本人からみ

れば説明不足な点とか,あるいは分 り切 ったことを く

どくど説明 している点などが目につくのは仕方ないだ

ろう｡また,本書を nativespeakerの助けなしに全

くの独習用に使用 しても,おそらく大 した効果は得 ら

れないであろう｡ この点をよくわきまえ,適当な指導

者なりす ぐれた録音テープなりがあれば, 日本人でも

充分使用することができるであろう｡

本書をざっと読み通 して感 じられ る こ とは,や は

り,アメリカにおける言語教授法の発達 と言 うことで

ある｡一見何でもないような本であるが,実に能率よ

く憶えるように仕 くまれている｡ややこしい理論をく

どくどと説明するのでもなければ,ただ ｢慣れる憶え

る｣と言 うわけで もない｡本書の編集者が,科学的な

言語学の知識を身につけた人であることはす ぐわかる

であろう｡ しか し,その知識を言語学習と言 う実際的

な目的のためにうまく利用 しており,決 して言語学を

教えようとはしていない｡新 しい教授法に対する批判

は色々あるだろうが,少なくとも今までのものよりは

す ぐれていることは事実である｡ (桂満希郎)

DavidE.Sopher.TheSeaNomads,AStudy

basedontheLiteratureoftheMaritimeBoat

PeopleofSoutheastAsia.(Memoirsofthe

NationalMuseum,No.5) Singapore:The

NationalMuseum,1965.x+422p.

本書は,東南アジア島峡部沿岸において,家族ごと

舟の上に住みながら沿岸を "nomad"のように移動 し

ていく生活を送 る民の文献的な研究である｡従来この

ような民を呼称す るの に SeaGypsiesとか Orang

Lautとかを使用することが多かったが. 著者はこれ

ら全部を総称する語として HSeaNomads"を採用す

る｡ この海上放浪民に接近 して調査するのは極めて困

難なことであり,文献資料 も旅行記,行政誌などの片

隅に思いがけなく見出されるものが多かっただけに,

紹 介

この文献資料の集成をはか った本書は,大変責重なも

のであろう｡

内容は 5部にわかれている｡第 1部は,環境条件す

なわち生態学的な考察をマレーシア (広義の)におけ

る strand,seaについて行なっている｡環境条件によ

って (1)SeaNomads,(2JStrandFolk,(3JForest

Peopleに大きく, Hprimitive"文化を有する民が三

分 されることは著者の地理的前提である｡

第 2部と第 3部は,いわば ｢現代研究｣であって,

19世紀 ･20世紀の文献を中心として NomadicBoat

Peopleの記述と比較を試みている｡ なかでも第 2部

の各海上放浪民の記述は著者の意図はともか く,本書

の中核をなすものであって,情報源,呼び名,分布範

囲,経済,文化的特徴などについて,できる限 りの情

報を集成 してある｡彼の研究によれば,地域的には,

(1)マレー半島西岸 グ ルー プ (Mawken,Orang

LautKappir) (2ノ南支那海グループ しα.Riouw-

LinggaArch.& AdjoiningCoasts:OrangLaut

Pesukuan,OrangSeletar;b.ThePulauTujuh:

Orang Laut;C.Bangka,Billiton & Adjacent

Coasts:Sekah,SukuJuru.) (3〕北ボルネオ ･ス

ールー諸島ブル-プ LBajaus,Lutangos,Samals)

(4)束 インドネシアグループ LBajaus,OrangJohor,

Turijene,WongKambang)の4つに大 きくわけら

れる｡第 3部の物質的一文化的特徴の比較分析は,餐

料の不完全さにさまたげられて彼の思 うように分析さ

れないのは気の毒である｡

第 4部は,歴史的な概観であって,19世紀以前の資

料を,イギ リス ･オランダ ･スペイン ･ポル トガルお

よび二次資料ではあるが,1500隼以前の中国 ･アラビ

アの文献も参照 している｡

以上のような記述 ･分析比較 ･歴史的展望を終えて

から,結論として,海上放浪民の移動と起源との考察

をする｡ この仕事は,海上放浪民文化の再建設という

ことを前提 としたものではあるが, ｢文化史再構築｣

学者の飛び越えた結論というものを持 ち 出す ので な

く,操作できる資料で得 られる結論のみを読者に呈示

しているo I)オー ･リンガ,バンカ ･どリトン諸島附

近および南西セレベス沿岸の 2地域を移動の源となっ

た地域 として設定するのも妥当な帰納といえる｡

問題の焦点は,文化接触,文化変容ということにし

ぼられそうであるが,著者が最後のページで僅かに言
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及しているretrogressionの側面は,海上放浪民とい

う比較的孤立した生活を送る民の場合もっと注意が払

われても良かったと思う｡類似点を求めるのに急なあ

まり,独立の innovationということも見落されがち

である｡また,著者は何の説明もなく,high,middle,

primitiveculturesということばを頻繁に使用して

いるが,これらの相違について説明が欲しいものであ

る｡

なお, この論文は,1954年 に カリフォルニア大学

(バークレイ)-博士 (Ph.D.)論文として提出され

たものである｡ (前田成文)

JohnBastin&R.Roolvink(eds.)Malayan

andIndonesianStudies,EssaysPresentedto

Sir Richard Winstedtonhis Eighty-jUth

Birthday.Oxford Univ.Press,1964.xii+

357p.

マラヤにおいて,｢最後のそして最も偉大な｣(Bas･

tin)英国植民地学者 の, リチャード･ウィンステッ

ド卿の85才の誕生日 (1963年)を記念 して,彼に献梓

された19の論文集である｡ 2人の編者は,かつてマラ

ヤ大学の歴史科およびマレー研究科 の教授 であった

が,現在は各々イギリスとオランダに帰っている｡

ウィンステッドの著作活動が,言語 ･文学 ･歴史 ･

経済 ･工芸 ･法律 ･宗教と,音楽以外のマレー文化の

殆んど全域を覆うものであったように,本書も執筆者

の国簿 ･専門分野ともに多種多忙で,彼の面目を躍如

とさせている｡

バ スティンの巻頭の ｢序｣ と Zainal-Abidinb.

Ahmadの巻末のマレー語による ｢マレー研究におけ

るリチャード卿の貢献｣によって,ウィンステッドの業

績を知ることができる｡但し,書物の出版年代等両者

の間に不統一があり,ウィンステッドの "A History

ofMalaya"の日本語訳として太平洋協会の ｢マライ

史｣と野口勇訳の ｢マレーの歴史 ･自然 ･文化｣を掲

げているが (p.ll),後者は,ウィンステッドの編集

した1923年の Malayaの訳ではないか｡

古代史に関しては, フランスの G.Coedesがスマ

トラのパレンバンの KedllkanBukit碑 (SriVijaya

朝)の再解釈と,カリフォルニア大の PaulWheatley

のマレー半島の古代史を,地域名の正確 な identifi･
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cationという点から問題を提供 している｡ 更にマラ

ッカが海港として栄える以前の東南アジアの経済史を

ひもとく鍵として,クラ海峡の Takuapaの問題 を

AlastairLamb(マラヤ大学)が扱っている｡

マラヤの近代史というと殆んど,15,6世紀以降か

ら叙述されるが,このカテゴリーに入る論文は7つを

数える｡WangGungwu(マラヤ大学)は,初期マラ

ッカの歴史を中国史料から検討 し,1403-5の中国マ

ラヤ関係の始まりを説く｡C.R.Boxerは,英語文献

の少ない,1629のアッチェ人のマラッカ襲撃に光を投

げるポルトガル資料を3つ英訳紹介 の労を とってい

る｡D.K.Bassett(マラヤ大学)は,18世紀後半のマ

レー半島を,英国の商業戦略的関心から見る｡英国の

統治に関しては,C.M.Turnbullと EmilySadka

との2つの論文がある｡バスティンは,往々マレーシ

ア人はウィンステッドの歴史視点は受け入れられず,

マレーシアの歴史はマレーシア人の手で と主 張す る

が,subject-matterに関する限り, ウィンステッド

檀,マレー人の視点に立ってマラヤの歴史を解釈した

ものはないではないかと強調する｡そして,マラヤ近

代史に歴史上の実在人物のパ-ソナリティの研究に欠

けていることを鋭く指摘して,今後のマラヤ歴史研究

の方向を示唆している｡C.Skinnerは,19世紀のマ

ラヤ,タイ関係理解の為に,バンコックに残っている

1839年の Kedahletterの紹介をしている｡

ウィンステッドへのこの論文集の中にあって特異な

のは,LA.P.Goslingの現地調査に基くTrengganu

州の BabaChineseの移動と同化とを追跡した論文

と,C.Geertzのバ リ畠における最近 の宗教 的変化

(ⅠnternalConversion)とを扱った論とであろう｡

言語 ･文化に関しては6つの論文がある｡マレー編

年史の起源と本質とを2人のオランダ入学者が各々論

じている｡A.Teeuw と P.E.deJosselindeJong

である｡R.Roolvink,P.Voorhoeve,C.Hooykaas

などの大家も各々文献校訂をしている｡インドネシア

文学専門の A.H.Johnsは,AmirHamzahを,そ

の詩的生長発展過程を追いながら ｢マレーの王子であ

ってインドネシアの詩人｣という風に位 置づ けてい

る｡

多くの Festschriftがそうであるように,全体とし

ての統一は無いが,一つ一つの論文は各々の専門家に

とって参考になろう｡ (前田成文)
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